

















































A study of the correlation about Time discount and 









































































































































































積 6.66 平方 km の有人島である。






















アンケート調査は 2015 年 9 月 24 日
～ 9 月 26 日及び 9 月 30 日～ 10 月 1 日
で各軒に調査票を配布して島民に回答頂
いたもので、有効回答数は 87、アンケー





























































































因子No.1 2.873 31.92% 31.92%



































Olkin が 0.662 と ま ず ま ず の 結 果 で、





フにすると図 3 のようになる。図 3 は時
間割引に関係なく全体の合計である。
問 4 の 9 項目の内、問 4-1 から問 4-6
までは 70% 以上の島民が「すでに行っ
ている」と回答している（註 5）。問 4-7




因子No.1 3.013 33.48% 33.48%






















これらの項目は、問 4-1 から問 4-6
までが 1 人でも実行できる環境配慮行動
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